
令 和 ４ 年
７月１日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
二

家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
（
畜
産
振
興
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
畜
産
振
興
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

通
行
す
る
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
の
重
量
及
び
長
さ
の
最
高
限
度
が

そ
れ
ぞ
れ
車
両
制
限
令
第
三
条
第
四
項
第
一
号
で
定
め
る
重
量
及
び
同
項
第
二
号
に
定
め
る
長
さ
で
あ

る
道
路
の
指
定
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
に
関
す
る
通
行
方
法
に
関
す
る
告
示
の
一
部

改
正
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施
（
労
働
政
策
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

家
畜
商
講
習
会
の
開
催
（
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
共
測
量
の
実
施
（
監
理
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
般
競
争
入
札
の
実
施
（
技
術
管
理
課
）

六
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
教
委
告
示

指
定
技
能
教
育
施
設
の
連
携
措
置
に
係
る
科
目
の
指
定
の
変
更

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

政
治
団
体
の
名
称
等

九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
団
体
の
異
動
事
項

九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
雑
報

令
和
三
年
度
山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の
要
旨

九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
山

口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
宇
部
市
市
民
環
境
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

富
士
レ
ビ
オ
株
式
会
社

住

所

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
一
番
一
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

富
士
レ
ビ
オ
株
式
会
社
宇
部
工
場

所
在
地

宇
部
市
大
字
善
和
二
〇
三
番
地
の
一
五
二

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

四
七－

ロ

一
・
〇
五

(㎥
／
時
)
令
和
四
、

七
、
二
五
令
和
五
、

二
、
二
八
令
和
五
、
三
、
一
断

続
一
〇
時
間
変
動
な
し

四
七－

ハ

一
・
四
四

(㎥
／
日
)
〃

〃

〃

〃

三
時
間
〃

備
考

「
四
七－

ロ
」
及
び
「
四
七－

ハ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八

十
八
号
）
別
表
第
一
第
四
十
七
号
の
医
薬
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施
設
及
び
分
離
施
設
を
い
う
。

一
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

四
七－
ロ

七

七

～

八

二

二

二

二

一

一

〇
・
一

〇
・
一

六

九

四
七－

ハ

〃

五

～

八

三
五
〇

四
〇
〇

三
五
〇

四
〇
〇

三

三

〇
・
四

〇
・
四

〇

〇

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

七

五
・
八

～

八

七

九

五

六

一
〇
〇

三

三

〇
・
四

〇
・
四

五
一

五
九

No．2

排

水

口

〃

六
・
九

～

七
・
八

一
二

二
〇

八

一
〇
検
出
せ
ず

〃

〃

〃

〃

三
二

三
六

No．3

排

水

口

〃

七

～

八

二

二

二

二
〃

一

一

〇
・
一

〇
・
一

六

九

山
口
県
告
示
第
二
百
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。当

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
宇
部
市
市
民
環
境
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

富
士
レ
ビ
オ
株
式
会
社

住

所

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
一
番
一
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

富
士
レ
ビ
オ
株
式
会
社
宇
部
工
場

所
在
地

宇
部
市
大
字
善
和
二
〇
三
番
地
の
一
五
二

三

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
四
十
六
号
の
有

機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施
設
、
同
表
第
四
十
七
号
の
医
薬
品
製
造
業
の
用
に

供
す
る
ろ
過
施
設
及
び
分
離
施
設
、
同
表
第
七
十
一
号
の
二
の
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
、
試
験
、

検
査
又
は
専
門
教
育
を
行
う
事
業
場
に
設
置
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
業
務
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施
設
並
び

に
同
表
第
七
十
四
号
の
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処
理
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

排
出
水
の
量
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
表
の
と
お
り
変
更
を
生
じ
る
。 二
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排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

項

目

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

変
更
前

七

五
・
八

～

八

七

九

五

六

一
〇
〇

三

三

〇
・
四

〇
・
四

五
一

五
九

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．2

排

水

口

変
更
前

〃

六
・
九

～

七
・
八

一
二

二
〇

八

一
〇
検
出
せ
ず

〃

〃

〃

〃

三
二

三
六

変
更
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

No．3

排

水

口

変
更
前

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

︱

変
更
後

七

七
～

八

二

二

二

二
検
出
せ
ず

一

一

〇
・
一

〇
・
一

六

九

山
口
県
告
示
第
二
百
十
三
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
伝
染
病
が
次
の
と
お
り
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

病

名

種

類

患
畜
又
は

疑
似
患
畜

の
区
分

頭
数

発

生

場

所

発
生
年
月
日

ヨ
ー
ネ
病

牛
（
黒
毛

和
種
）

患

畜

一

柳
井
市
伊
保
庄
二
〇
五
五

の
一

令
和
四
、
六
、
二
一

山
口
県
告
示
第
二
百
十
四
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
報
告
を
求
め
る
。

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
山
口
県
告
示
第

三
百
四
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

実
施
の
目
的

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓ま

ん

延
を
防
止
す
る
た
め

二

報
告
す
べ
き
者

報
告
の
対
象
と
な
る
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
、
飼
養
し
て
い
る
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
よ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥
（
以
下
「
鶏
等
」
と
い
う
。
）
の
羽
数
の
合
計

が
百
羽
以
上
又
は
飼
養
し
て
い
る
だ
ち
よ
う
の
羽
数
が
十
羽
以
上
で
あ
る
農
場
の
所
有
者

三

報
告
す
べ
き
事
項

二
に
掲
げ
る
農
場
に
お
い
て
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
間
に
飼
養
し
、
及
び
死
亡
し
た

鶏
等
の
羽
数
そ
の
他
鶏
等
の
羽
数
の
増
減
に
関
す
る
事
項

四

報
告
書
の
提
出
期
限

報
告
の
対
象
と
な
る
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
正
午

五

報
告
書
の
提
出
先

二
に
掲
げ
る
農
場
の
所
在
地
を
所
管
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所

六

そ
の
他

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
報
告
す

る
こ
と
。

三

山 口 県 報 （定期） 第 317 号令和４年７月１日 金曜日



山
口
県
告
示
第
二
百
十
五
号

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
通
行
す

る
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
の
重
量
及
び
長
さ
の
最
高
限
度
が
そ
れ
ぞ

れ
同
項
第
一
号
に
定
め
る
重
量
及
び
同
項
第
二
号
に
定
め
る
長
さ
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

区

間

指
定
の
期
日

県

道

山
口
宇
部
線

山
口
市
朝
田
字
上
山
手
八
二
九
の
一
地
先
か
ら

同
市
佐
山
字
傍
示
郷
二
四
の
一
地
先
ま
で

令
和
四
年
七
月
一
日

宇
部
市
大
字
小
串
字
沖
ノ
山
一
九
七
八
の
一
五
地
先
か
ら

同
市
大
字
東
須
恵
字
中
梅
田
二
五
八
二
の
一
地
先
ま
で

山
口
県
告
示
第
二
百
十
六
号

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
に
関
す
る
通
行
方
法
に
関
す
る
告
示
（
令

和
三
年
山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

交
差
点
に
お
け
る
左
折
又
は
右
折
に
当
た
っ
て
の
誘
導

㈠

第
一
欄
に
掲
げ
る
道
路
か
ら
第
二
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
所
在
す
る
交
差
点
（
道
路
交
通
法
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
交
差
点
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
左
折
し
て
第
三
欄
に
掲
げ
る
道
路
に
入
る
と
き
は
、
他
の
車
両
（
同
項
第
八
号
に
規
定

す
る
車
両
を
い
う
。
）
又
は
歩
行
者
（
以
下
「
他
の
車
両
等
」
と
い
う
。
）
と
の
衝
突
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
当
該
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
及
び
他
の
車
両
等
の
誘
導
を
行
う
者
又
は
車

両
を
当
該
交
差
点
に
配
置
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

国

道

一
九
〇
号

宇
部
市
大
字
東
須
恵
字
中
梅
田
二

五
八
二
の
一
地
先

県

道

山
口
宇
部
線

県

道

山
口
宇
部
線

宇
部
市
大
字
東
須
恵
字
中
梅
田
二

五
八
二
の
一
地
先

国

道

一
九
〇
号

㈡

第
一
欄
に
掲
げ
る
道
路
か
ら
第
二
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
所
在
す
る
交
差
点
を
右
折
し
て
第
三
欄

に
掲
げ
る
道
路
に
入
る
と
き
は
、
他
の
車
両
等
と
の
衝
突
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
当
該

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
及
び
他
の
車
両
等
の
誘
導
を
行
う
者
又
は
車
両
を
当
該
交
差
点
に
配
置
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

県

道

山
口
宇
部
線

山
口
市
阿
知
須
字
小
丸
一
一
〇
七

一
の
三
三
地
先

県

道

宇
部
防
府
線

県

道

山
口
宇
部
線

山
口
市
阿
知
須
字
小
丸
一
一
〇
七

一
の
五
三
地
先

県

道

宇
部
防
府
線

県

道

宇
部
防
府
線

山
口
市
阿
知
須
字
小
丸
一
一
〇
七

一
の
三
三
地
先

県

道

山
口
宇
部
線

県

道

宇
部
防
府
線

山
口
市
阿
知
須
字
小
丸
一
一
〇
七

一
の
五
三
地
先

県

道

山
口
宇
部
線

公

告

（
一
二
一
）
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

試
験
を
行
う
免
許
職
種
及
び
試
験
の
方
法

㈠

免
許
職
種

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
別
表
第
十
一
に

掲
げ
る
免
許
職
種

㈡

試
験
科
目

学
科
試
験
の
う
ち
の
指
導
方
法

二

試
験
の
日
時
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令
和
四
年
九
月
三
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

三

試
験
の
場
所

山
口
市
秋
穂
二
島
一
〇
六
二
番
地

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

四

受
験
資
格

法
第
三
十
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者

は
、
受
験
で
き
な
い
。

㈠

法
第
二
十
八
条
第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
者

㈡

受
験
し
よ
う
と
す
る
免
許
職
種
に
つ
い
て
法
第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
実
技
試
験
の
全

部
及
び
学
科
試
験
の
う
ち
の
関
連
学
科
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

五

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

令
和
四
年
七
月
二
十
一
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
四
日
（
木
曜
日
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
八
月
四
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
有
効
と
す
る
。
）

六

受
験
申
請
書
等
の
提
出
先

山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－
八
五
〇
一
）

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

七

提
出
書
類

㈠

受
験
申
請
書
及
び
履
歴
書

㈡

写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
裏
面
に
は
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

㈢

技
能
検
定
合
格
証
書
等
受
験
資
格
を
証
す
る
書
面

八

受
験
手
数
料

三
千
百
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
験
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

九

合
格
者
の
発
表
等

㈠

合
格
者
の
発
表
は
、
令
和
四
年
九
月
十
二
日
（
月
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口

県
労
働
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

㈡

試
験
の
得
点
の
開
示
は
、
山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験
の
得

点
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
以
後
、
受
験
票
を
提
示
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

十

そ
の
他

㈠

受
験
案
内
、
受
験
申
請
書
等
の
請
求
は
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働

政
策
課
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
指
導
員
試
験
申
請
書
請
求
」

と
朱
書
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課
産
業
人
材
育
成
班
（
電

話
〇
八
三－

九
三
三－

三
二
三
四
）
に
す
る
こ
と
。

（
一
二
二
）
家
畜
商
講
習
会
の
開
催

家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
畜
商
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

講
習
の
対
象
と
な
る
者

家
畜
の
取
引
の
事
業
を
営
む
た
め
、
家
畜
商
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

二

講
習
会
の
日
時
及
び
場
所

㈠

日
時

令
和
四
年
八
月
八
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
九
日
（
火
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で

㈡

場
所

防
府
市
牟
礼
三
一
八

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
研
修
館
第
一
研
修
室

三

講
習
の
科
目
及
び
時
間

科

目

時

間

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令

四

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴

四

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病

六

四

受
講
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
講
願
書
に
家
畜
商
講
習
会
受
講
手
数
料
三
千
四
百
八
十
円
に

相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
及
び
写
真
（
縦
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
）
を

貼
っ
て
、
県
内
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
農
林
水
産
事
務
所
又
は

農
林
事
務
所
の
畜
産
部
に
、
県
外
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号

七
五
三－

八
五
〇
一
）
山
口
県
農
林
水
産
部
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

五

受
講
願
書
の
提
出
期
限

五
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令
和
四
年
七
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）

六

そ
の
他

こ
の
講
習
会
の
受
講
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
農
林
水
産
部
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
五
五
六
）
又
は
最
寄
り
の
農
林
水
産
事
務
所
若
し
く
は
農
林
事
務
所

の
畜
産
部
に
す
る
こ
と
。

（
一
二
三
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共

測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

二

作
業
の
地
域

玖
珂
郡
和
木
町

三

作
業
の
期
間

令
和
四
年
六
月
十
三
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で

（
一
二
四
）
一
般
競
争
入
札
の
実
施

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
物
品
等
の
借
入
れ

㈠

物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

土
木
設
計
積
算
用
パ
ソ
コ
ン

百
五
十
五
台

㈡

物
品
等
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

㈢

使
用
期
間

令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

㈣

使
用
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
技
術
管
理
課
及
び
関
係
出
先
機
関

二

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

㈠

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈡

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
一
般
競
争
入

札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配

人
そ
の
他
の
使
用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使
用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈢

県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
元
年
山
口
県
告
示
第
六
十
二

号
）
又
は
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物
品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ
の
契
約

に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す
る
物
品

等
の
種
類
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
四
年
山
口
県
告
示
第
二
十
二
号
）
に
基
づ
く
資
格
審
査
に
お

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
類
に
つ
い
て
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物
品
等
の

買
入
れ
及
び
借
入
れ
の
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

㈣

令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
八
月
十
六
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も
業
務
委
託

及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

三

契
約
条
項
を
示
す
場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
土
木
建
築
部
技
術
管
理
課

四

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付

山
口
県
土
木
建
築
部
技
術
管
理
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。

五

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提
出
場
所
及
び
受
領
期
限

㈠

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た
金

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

㈡

提
出
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
技
術
管
理
課
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㈢

受
領
期
限

令
和
四
年
八
月
十
五
日
午
後
五
時
十
五
分
（
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
八
月
十

六
日
午
前
十
時
）

六

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

㈠

場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
土
木
建
築
部
入
札
室

㈡

日
時

令
和
四
年
八
月
十
六
日
午
前
十
時

七

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

八

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

㈠

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し
た
入
札

㈡

記
名
の
な
い
入
札

㈢

㈠
及
び
㈡
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

九

落
札
者
の
決
定
方
法

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。

十

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

㈡

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

㈢

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

㈣

契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

㈤

こ
の
公
告
後
に
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
一
般
競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申
請

を
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
八
月
三
日
午
後
五
時
ま
で
に
山
口
県
会
計
管
理
局
物
品
管
理
課
（
電

話
〇
八
三－

九
三
三－

三
九
六
〇
）
に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

㈥

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
技
術
管
理
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
六
四

〇
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

十
一

Sum
m
ary

⑴

D
ivision
in
charge
of
contract:T
echnical
M
anagem
ent
D
ivision,Public
W
orks
and

C
onstruction
D
epartm
ent,Y
am
aguchi
Prefectural
G
overnm
ent

⑵

N
ature
and
quantity
of
the
products
to
be
leased
:155
personalcom
puters
for
C
ost

E
stim
ation
System
for
public
w
orks

⑶

T
erm
of
use:F
rom
F
ebruary
1,2023
to
January
31,2027

⑷

Place
ofuse:T
echnicalM
anagem
entD
ivision,Public
W
orks
and
C
onstruction
D
epa-

rtm
ent
and
related
local
agencies
concerned

⑸

D
ivision
in
charge
ofprocurem
entand
contactpointfor
the
notice:T
echnicalM
anage-

m
entD
ivision,Public
W
orks
and
C
onstruction
D
epartm
ent,Y
am
aguchiPrefecturalG
ov-

ernm
ent,1-1
T
akim
achi,Y
am
aguchi
C
ity
(T
el.
083-933-3640)

⑹

D
eadline
for
tender
subm
ission
:5
:15
P.M
.A
ugust
20,2022
(If
brought
in
person
:

10
:00
A
.M
.A
ugust
21,2022)

教
育
委
員
会

山
口
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
技
能
教
育
施
設
の
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
定
を
変
更
し
た
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
教
育
委
員
会

一

指
定
技
能
教
育
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

吉
南
准
看
護
学
院

山
口
市
小
郡
下
郷
七
九
九

二

指
定
を
変
更
し
た
連
携
措
置
に
係
る
科
目
及
び
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す
る
高
等
学
校
の

科
目変

更
前
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
前
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

変
更
後
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
後
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

看
護
と
法
律

人
体
と
看
護

医
療
情
報
概
論

人
体
の
構
造
と
機
能

人
体
の
し
く
み
と
働

き

疾
病
と
看
護

人
間
関
係
論

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回

復
の
促
進

疾
病
の
成
り
立
ち

生
活
と
看
護

看
護
と
法
律

健
康
支
援
と
社
会
保
障

制
度 六
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保
健
医
療
福
祉
の
し

く
み

成
人
看
護

人
体
の
仕
組
み
と
働

き

成
人
看
護

成
人
看
護

老
年
看
護

疾
病
の
成
り
立
ち

老
年
看
護

老
年
看
護

精
神
看
護

保
健
医
療
福
祉
の
仕

組
み

小
児
看
護

母
子
看
護

在
宅
看
護

成
人
看
護

母
性
看
護

精
神
看
護

母
性
看
護

老
年
看
護

精
神
看
護

臨
地
実
習

小
児
看
護

母
子
看
護

在
宅
看
護

看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
臨
地
実
習

臨
地
実
習

看
護
臨
地
実
習

看
護
情
報
活
用

看
護
情
報

三

指
定
の
変
更
年
月
日

令
和
四
年
三
月
十
七
日

一

指
定
技
能
教
育
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

防
府
看
護
専
門
学
校

防
府
市
三
田
尻
一
丁
目
三
番
一
号

二

指
定
を
変
更
し
た
連
携
措
置
に
係
る
科
目
及
び
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す
る
高
等
学
校
の

科
目変

更
前
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
前
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

変
更
後
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
後
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

人
体
の
し
く
み
と
働

き

人
体
と
看
護

人
体
の
仕
組
み
と
働

き

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

疾
病
と
看
護

疾
病
の
成
り
立
ち

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回

復
の
促
進

保
健
医
療
福
祉
の
し

く
み

生
活
と
看
護

保
健
医
療
福
祉
の
仕

組
み

健
康
支
援
と
社
会
保
障

制
度

成
人
看
護

成
人
看
護

成
人
看
護

成
人
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

母
子
看
護

精
神
看
護

母
子
看
護

小
児
看
護

精
神
看
護

在
宅
看
護

精
神
看
護

母
性
看
護

臨
地
実
習

母
性
看
護

臨
地
実
習

精
神
看
護

小
児
看
護

在
宅
看
護

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
臨
地
実
習

看
護
臨
地
実
習

看
護
情
報
活
用

看
護
情
報

三

指
定
の
変
更
年
月
日

令
和
四
年
三
月
十
七
日

一

指
定
技
能
教
育
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

萩
准
看
護
学
院

萩
市
大
字
平
安
古
町
二
〇
九
番
地
一

二

指
定
を
変
更
し
た
連
携
措
置
に
係
る
科
目
及
び
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す
る
高
等
学
校
の

科
目変

更
前
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
前
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

変
更
後
の
連
携

措
置
に
係
る
科

目

変
更
後
の
連
携
措

置
に
係
る
科
目
に

対
応
す
る
高
等
学

校
の
科
目

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

基
礎
看
護

人
体
の
し
く
み
と
働

き

人
体
と
看
護

人
体
の
仕
組
み
と
働

き

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

疾
病
と
看
護

疾
病
の
成
り
立
ち

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回

復
の
促
進

保
健
医
療
福
祉
の
し

く
み

生
活
と
看
護

保
健
医
療
福
祉
の
仕

組
み

健
康
支
援
と
社
会
保
障

制
度

成
人
看
護

成
人
看
護

成
人
看
護

成
人
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

老
年
看
護

小
児
看
護

精
神
看
護

小
児
看
護

小
児
看
護

母
性
看
護

在
宅
看
護

母
性
看
護

母
性
看
護

精
神
看
護

母
性
看
護

精
神
看
護

精
神
看
護

臨
地
実
習

小
児
看
護

臨
地
実
習

在
宅
看
護

看
護
の
統
合
と
実
践

情
報
管
理

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
臨
地
実
習

看
護
臨
地
実
習

看
護
情
報
活
用

看
護
情
報

三

指
定
の
変
更
年
月
日

令
和
四
年
三
月
十
七
日
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選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

自
由
民
主
党
山
口

県
石
油
販
売
業
支

部
塔
野

毅
大
畠
博
美
山
口
市
小
郡
下
郷
2216の

１

１
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
政
党

（
自
由
民
主

党
）
の
支
部

令
和
４
、

５
、
27

参
政
党
山
口
支
部
大
石
健
一
福
田
智
里
下
関
市
一
の
宮
本
町
２
丁

目
10番
８
号

〃
〃
18

防
府
の
市
政
を
考

え
る
会

打
道
晋
一
福
江
博
子
防
府
市
松
原
町
７
番
31号

〃
〃
６

吉
田
達
彦
後
援
会
藤
本
博
一
藤
本
博
一
山
口
市
小
郡
下
郷
373の

５
〃
〃
２

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

自
由
民
主
党
久
賀
支
部

吉
村

基
会
計
責
任
者
木
村
昭
彦

中
野
正
良

令
和
４
、

４
、
８

自
由
民
主
党
長
門
支
部

笠
本
俊
也

代
表
者
笠
本
俊
也

谷
川
雅
之

〃
〃
１

会
計
責
任
者
藤
田
貴
史

末
永
明
典

事
務
所
長
門
市
東
深
川

2537の
１

長
門
市
深
川
湯

本
1972

小
熊
坂
た
か
し
後
援
会

小
熊
坂
孝
司
会
計
責
任
者
小
熊
坂
孝
司

小
熊
坂
明
子

〃
５
、
27

参
政
党
山
口
支
部

高
田
智
史
代
表
者
高
田
智
史

大
石
健
一

〃
〃
19

事
務
所
山
口
市
吉
敷
上

東
１
丁
目
４
番

16号

下
関
市
一
の
宮

本
町
２
丁
目
10

番
８
号

山
口
県
歯
科
衛
生
士
連
盟

橋
本
み
ゆ
き

代
表
者
橋
本
み
ゆ
き

金
子
郁
子

〃
〃
23

会
計
責
任
者
松
井
真
由
美

高
橋
育
美

事
務
所
光
市
千
坊
台
３

丁
目
７
番
10号

山
口
市
秋
穂
東

5288

雑

報

令
和
三
年
度
山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の
要
旨

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
令
和
三
年
度
山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
四
年
七
月
一
日

山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長

市

川

熙

八
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損
益
計
算
書
の
要
旨

（
単
位
：
千
円
）

区
分

短
期

厚
生
年
金

保
険

退
職
等
年
金

経
過
的
長
期

退
職
等
年
金

預
託
金
管
理

経
過
的
長
期

預
託
金
管
理

業
務

保
健

宿
泊

貯
金

貸
付

負
担

金

5,609,619

13,648,343

714,843

103,079

185,781

173,666

掛
金
・
任
意
継
続
掛
金

5,668,461

8,700,257

714,825

169,675

収
施
設
収
入
・
商
品
売
上

95,940

連
合

会
交

付
金

76,231

96

利
息
及
び
配
当
金

87

6,358

2

46

209

2

434,788

そ
の

他
収

入

679,503

3,027

19,927

8,285

143

10,964

入
他
経
理
か
ら
繰
入
金

35,019

56,000

前
年
度
繰
越
支
払
準
備
金

724,286

計

12,681,956

22,348,600

1,429,668

103,079

6,358

2

300,104

363,477

160,227

434,931

11,060

給
付
・
一
部
負
担
金
払
戻
金

5,055,520

役
員
報
酬
・
職
員
給
与

146,688

25,550

67,346

14,985

旅
費

・
事

務
費

14,082

1,496

827

1,847

824

商
品

仕
入

328

支
飲

食
材

料
費

21,812

委
託
費
・
委
託
管
理
費

7,532

14,972

20,552

1,816

818

支
払

利
息

6,358

2

400,403

6,358

前
期
高
齢
者
納
付
金

3,829,509

一
〇
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後
期
高
齢
者
支
援
金

2,151,394

老
人
保
健
拠
出
金

退
職
者
給
付
拠
出
金

68

介
護

納
付

金

1,240,995

連
合

会
払

込
金

126,127

連
合

会
拠

出
金

472,070

負
担

金
払

込
金

13,648,343

714,843

103,079

掛
金

払
込

金
8,700,257

714,825

出
そ

の
他

支
出

2,308

126,847

302,319

97,357

7,411

2,097

雑
損

他
経
理
へ
繰
入
金

35,019

56,000

次
年
度
繰
越
支
払
準
備
金

783,719

計

13,696,729

22,348,600

1,429,668

103,079

6,358

2

295,149

400,337

208,222

426,462

10,097

当
期
利
益
金
又
は
当
期
損
失
金
(△
)
△

1,014,773

4,955
△
36,860

△
47,995

8,469

963

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
：
千
円
）

区
分

短
期

厚
生
年
金

保
険

退
職
等
年
金

経
過
的
長
期

退
職
等
年
金

預
託
金
管
理

経
過
的
長
期

預
託
金
管
理

業
務

保
健

宿
泊

貯
金

貸
付

資産

流
動

資
産

1,867,707

1,356,475

91,230

619

21,081

377,103

737,582

184,387

5,589,650

31,375

固
定

資
産

630,000

23,079

10,018

481,551

38,601,125

893,330

資
産

合
計

1,867,707

1,356,475

91,230

619

651,081

400,182

747,600

665,938

44,190,775

924,705
一
一
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負債

流
動

負
債

59,074

1,356,475

91,230

619

9,472

125,903

11,109

40,853,051

58

固
定

負
債

783,720

651,081

198,300

35,635

68,651

22,366

652,661

負
債

合
計

842,794

1,356,475

91,230

619

651,081

207,772

161,538

79,760

40,875,417

652,719

純資産

資
本

剰
余

金

52,183

25,350

791,381

利
益

剰
余

金

1,024,913

140,227

560,712

3,315,358

271,986

欠
損

金

205,203

純
資

産
合

計
1,024,913

192,410

586,062

586,178

3,315,358

271,986

負
債
・
純
資
産
合
計

1,867,707

1,356,475

91,230

619

651,081

400,182

747,600

665,938

44,190,775

924,705

令
和
四
年
七
月
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
四
年
七
月
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

一
二
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